


無圧温水缶 協和式 煙管＆水管併用

無圧温水缶とは

無圧温水缶の特長

配管接続方法の比較

༠࿴ᘧ無圧温水缶のሙྜۑ

缶ᮏయ࡟௵ពの఩⨨࡛ࢆ➼ࣝࣉࢵࢽࠊࢪࣥࣛࣇࠊࢺࢵࢣࢯ⁐接接ྜ࡛ྲྀ௜ࡇࡿࡅとࡾࡼ࡟⣔⤫ู༢⊂接続ࢆᇶᮏとࡇࡿࡍ

と࡛ศᒱࡸẁⴠࡕ➼の無㥏࡞配管ࡀ無ࡃどㄆᛶࡶⰋࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥࠊࡾ࡞ࡃᛶのྥୖࡸ✵㛫の᭷ຠ฼⏝とඹ࡟௚⣔⤫のὶ㔞

೫ࣈࣝࣂࡸࡾㄪᩚࡶ࡟ᙳ㡪ࢆ୚ࠋࢇࡏࡲ࠼

のሙྜ࣮࢝௚࣓࣮ۑ

኱ཱྀᚄの接続ཱྀࡀ㸯㹼㸱ཱྀ⛬ࠊᅛᐃ఩⨨࡛Ỵࠊࡵࡓࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵẁⴠࡸࡕศᒱࡇࡿࡏࡉとࡀ๓ᥦとࡾ࠾࡚ࡗ࡞無㥏ࡀከࡃ

⮬⏤ᗘࡀ無ࡵࡓ࠸᪋ᕤᛶࡸどㄆᛶࡀᝏࠋ࠸᭦࡟௚⣔⤫とのὶ㔞の೫ࡀࡾ㉳ࣈࣝࣂࡃࡍࡸࡁㄪᩚࡶ࡟ᙳ㡪ࢆ୚࠼᫆ࠋ࠸

ࠋࢇࡏࡲࡾ࠶は࡛ࣛ࢖࣎は࡟ṇᘧࡎࡽ࠾࡚ࢀࡉはศ㢮࡟ࣛ࢖࣎法ᚊୖのࡀࡍ࡛ࣛ࢖࣎ࡿࡍ⏝኱Ẽ圧�࡛౑�無圧ࡾのྡの㏻ࡑ

�ࣛ࢖࣎�温水缶�温水ࢱ࣮ࣄ温水�ࠋࡍ࡛≦⌧ࡀのࡿ࠸࡚ࡅ௜ࢆ⛠ྡ࡛⮬⊃ࡀ࣮࣮࣓࢝ྛࡵࡓ࠸無ࡶ⛠ྡࡓࢀࡽࡵỴ࡚ࡗࡼ

౑⏝方法࡛はࠊᖖ࡟኱Ẽ࡟ゎᨺࡿ࠸࡚ࡋ≧ែ࡛ྍࡀとࡇࡿࡍ⏝౑࡟඲Ᏻࡃ無ࡶとࡇࡿ࠿࠿ࡀຊ圧࡟య缶ࠊࡵࡓࡍ࠿Ἓࢆ‮

ࠋࢇࡏࡲࡾ࠶とはࡇࡿࡍヱᙜ࡟ປാᏳ඲⾨⏕法ࡾ㝈ࡿ࠶無圧࡛ࡀ缶యの圧ຊࡶ࡛ࢇ㎸⤌ࢆ஺᥮ჾ⇕࡟㸰ḟⓗࡓࡲࠋࡍ࡛⬟

࣭௚♫࡛は〇㐀ᅔ㞴࡞↮管㸤水管方ᘧ࡛᤼ࡀࢫ࢞㸱᭱ࠊࡋ࣮ࣥࢱ኱㝈の㧗ຠ⋡ࢆ☜ಖࡇࡿࡍと࡛ᚭᗏⓗࢆ⇕࡟྾཰ࠋࡍࡲࡋ

࣭᭱ୗẁの水管࡟はࣉ࢖ࣃࡁ↝ྡูࠊとゝ࡝࡯ࡿࢀࢃ⅖┤⤖࡛水温ูࠊࡏࡉ᪼ୖࢆ᱁の᪼温ࢆࢻ࣮ࣆࢫᐇ⌧ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ

࣭圧ಽⓗ࡞ఏ⇕㠃✚ࢆ᭷ࡘࡘࡋ⇕のୖ᪼ཎ⌮ࢆᛂ⏝ࡓࡋ❧ᆺᵓ㐀ࢺࣇࣛࢻࡿࡼ࡟ຠᯝ࡛᤼ࢫ࢞のᘬࡀࡁⰋ࠸温水缶࡛ࠋࡍ

○多彩な燃焼装置対応
๓ࢆ⏝⿦⨨の౑↝⇞࡞ከᙬࠎ➼ව⏝ᆺ࡞⬟ྍ⏝と⸄の୧方౑ࢼ࣮ࣂࠊࡸの⇞ᩱ➼ࣉࢵࢳ✀ྛࠊ⸅ࠊࢬࢡ࢞࢜ࠊࢼ࣮ࣂ✀ྛ

ᥦとࡿ࠸࡚ࡋ温水缶のࠊࡵࡓ౑⏝方法ࡸ᮲௳ࢆ㑅ࠋࢇࡏࡲࡧ

○大開口両開き扉

○高効率

圧ຊᐜჾ࡛はࠊࡃ࡞無圧㸦኱Ẽ圧㸧温水缶࡛ࡍの࡛ࠗࣛ࢖࣎�ཬࡧ圧ຊᐜჾᏳ඲つ๎�࠘ࡿࡼ࡟ᒆฟ࣭ྲྀᢅ⪅の㈨᱁චチは

ᚲせࠋࢇࡏࡲࡾ࠶㸦ͤᾘ㜵㸸ⅆࢆ౑⏝ࡿࡍタഛ➼のタ⨨ᒆฟ᭩ࠊ኱Ẽởᰁ㜵Ṇ法㸸࠸ࡤ↮Ⓨ⏕᪋タタ⨨ᒆฟ᭩はᚲせ࡛ࡍ㸧

○無資格・無届での使用

○貯湯槽内蔵
温水缶ᮏయの㈓せᚲࡿࡍ⨨タࢆᵴ‮㈓࠸࡞ࡁ࡛のとࡇࡍ࠿Ḟは࡛࣮ࣛ࢖࣎⯡୍ࡾ࠾࡚ࡡවࡶ๭ᙺのᵴ‮㈓ࡵࡓ࠸ከࡀ㔞‮

㈓ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡶᯝຠࡍࡽῶࢆ㥏無ࡿࡼ࡟໬⣲⡆の⤫⣔ࡸಖ☜㛫✵のศ⨨タᵴ‮ࡵࡓのࡑࠋࢇࡏࡲࡾ࠶ࡀ

Ύᤲసᴗ➼の࣓ࣥࡀࢫࣥࢼࢸ඘ศ⾜࠺ࡼࡿ࠼኱㛤ཱྀの୧㛤ࡁᡬとࡇࡿࡍと࡛タ⨨ሙᡤࢆ㑅ࡀ⅊ࡸࢫࢫࡓࡲࠋࢇࡏࡲࡧከ࠸

⇞ᩱ࡛ࡶ↮管࣭水管࣭ቨ㠃ࡿ⮳࡟㝮࡛ࡲࠎΎᤲྍࡀ⬟とࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡗ࡞

○給水加温管内蔵
温水缶࡬⤥水ࡿࡍ๓࡟温水缶ෆⶶの⤥水ຍ温管㸦⇕஺᥮ჾ㸧࡟㏻㐣ࡏࡉ㛫接ⓗ࡟⤥水ࢆ温ࡓࡵᚋࠊ缶ෆ࡬⤥水ࡇࡿࡍと࡛

温ᗘᕪࡿࡼ࡟㔠ᒓ⑂ປࡸ⤖㟢➼のࢆࢪ࣮࣓ࢲ㍍ῶࠋࡍࡲࡏࡉ



無圧温水缶の仕様
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無圧温水缶システム例　①

無圧温水缶システム例　②
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〒９２０－３１３４

石川県金沢市金市町ホ１６番地

༠࿴ᕤᴗᰴᘧ఍♫
TEL (０７６)２５８－１１４１
FAX (０７６)２５８－１１４３
ＨＰ：kyowa-kogyo.org
mail：kyowa@aqua.ocn.ne.jp

代理店・販売店

○消防関連：所轄の消防署

・火を使用する設備等の設置届出書（使用開始７日前までに届出完了）

・油タンクの危険物に関する届出書又は許可申請書（新規に設置する場合）

○公害関連：都道府県により異なる（県及び市役所、保健所等）

・ばい煙発生施設設置届出書（工事着工６０日前までに届出完了）

★規格品に拘らず多彩な仕様に応じて製作しておりますのでお気軽にご相談ください。

≉ὀ品製作例

設置に関連する届出

より良い製品造りのために仕様変更することがありますのでご了承ください。

○横　型：缶体の奥行幅が長い仕様（標準品は立型）

　・温水缶上部に使用できる空間が無いような状況や天井が低い場合に有効。

　・温水缶の高さが低いことで掃除等のメンテナンスがし易い。

　・バーナ仕様により水平距離を延長し、炎長に合わせる。

○貯湯型：標準品より貯湯量を増やした仕様

　・木質燃料での使用例が多い。

　・薪焚き仕様では水温上昇・低下が緩やかになることで燃焼のコントロールがし易く、薪投入スパンも広がる。

　・薪焚き仕様の場合、浴槽の張り込み時に十分な給湯量が確保可能となる。

○熱交内蔵型：缶内に熱交換器を組込んだ仕様

　・熱交系統は温水缶の使用圧力（５０Kpa以下）とは無関係の圧力（通常ポンプ圧程度）での使用が可能となる。

　・熱交換器を缶内で直接温めるため、１次側（温水缶側）の循環ポンプが必要ない。

　・熱交換器のみで使用の場合、缶内水に清缶剤を投入することで水質による温水缶へのダメージが軽減する。

　・熱交換器のみで使用の場合、１次側（温水缶側）に給水され難いため水温差が少なく、温水缶へのダメージが少ない。

◎給水昇温型：冷たい給水による温水缶へのダメージが、より軽減する仕様（※標準仕様強化型）

　・温水缶へ直接給水される前に缶内へ熱交方式により間接的に昇温した後、缶内へ直接給水する。

　・現在の標準仕様をより強化し給水温を高めることで更に温度差や水温のバラツキを軽減させます。

○分割型：温水缶の搬出・搬入が困難な場合の仕様

　・上下２分割とすることで高さを抑え、ルートを確保する。
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